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主  論  文  の  要  旨  
Harvesting epithelial keratinocyte sheets from temperature responsive 
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基底膜蛋白であるコラーゲンタイプ 4、ラミニン 5 が温存されており、移植実
験では有意に生着率が高かった。酵素処理したシートは時間依存性に生着率が
減少しており、基底膜蛋白が生着に関与していることが示唆される。基底膜を
保持した状態での移植は臨床成績の向上に寄与できるものと考えられる。今後、
温度応答性培養皿の臨床使用へ向けたさらなる研究が望まれる。  
